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１．はじめに

　IT先進国の米国では、多くの先端ITが次々と新

しいビジネスモデルを生み出し、ビジネスやライ

フスタイルを変革している。特に技術開発が急速

に進む人工知能（AI）は大きな可能性を生み出し、

既に多くの分野で実用化が進んでいる。その中で

も非構造化データが豊富な金融分野は、今後AI

の実用化が大いに期待できる分野と考えられ、「フ

ィンテックAI」とも呼べる金融サービスにおけ

るAIを活用したビジネスは、金融界を大きく変

革していく可能性があると考えている。他方、人

工知能が実際の生活やビジネスで活用する機会が

増えるにつれて、安全性・社会倫理・責任問題な

ど人間社会と同じような議論も起こり始めてい

る。しかし、これは人工知能が人間と同じレベル

に近づいてきたからとも言えるだろう。IT先進国

の米国における人工知能の実用化に向けた動向、

そして米国大手金融機関や主な米国IT企業が積

極的に取り組む「フィンテックAI」、更に今後の

課題について紹介する。

２．人工知能の実用化の動向

　人工知能の実用化が進んでいる分野として、医

療・流通・行政等の分野における例を紹介する。
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